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第 3 章では、より実践に近い実験環境を設定し、視野の 110°範囲にて呈示条件を変化させた視覚
刺激呈示に対する反応時間と注視点距離の測定を行い、球技種目選手における視覚情報獲得方略の検
討を行った。その結果、課題の複雑性の増加に伴う反応時間の遅延がみられた。また、反応時間と注
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論文が、博士（学術）の学位に十分値するものであると判断した。 
